
『評価からはじめるまちづくり！2009』（第2グループ）

施策名

対　象 市民

意　図 だれもが生涯を通して気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しめる

参加者 戸舘　弘幸，遠山　恵理，菅原　麻子，畑澤　巧，鈴木　恵梨

グループワークⅠ グループワークⅡ

市民の
評価

効果

市の
評価

2

成果指標及び課題

生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーションライフの実施

成果指標
①　市民アンケート「週１回以上スポーツをしている」と答えた市民
の割合

理由など

2やや競技に偏っているのではないか

気軽に入れるスポーツクラブが少ない（知られていな
い）

施設の利用料金が
もっと安くなれば積
極的に利用する人
が増えると思う

公園施設を
もっと使え
るようにし
てはどうか

市のスポーツ施設が一般的に
利用できるものであるか

施設への交通
手段が限られる

子供のころにス
ポーツの楽しさ
を感じられる環
境機会がもっと
あればよいので
はないか

有名なス
ポーツ選
手が県内
にいない
（プロ・ア
マ）

スポーツ参加：受動的な人への呼びかけが少ない

初心者でも取り組みやすい雰囲気や環境のスポー
ツ教室であってほしい

高齢者がレクリエーションを楽しむ場があるのか

スポーツ
を楽しい
と思える
教育がな
かった

施
設
へ
の
不
満

プロの大
会が開
催される
ことが少
ない

参
加
し
ず
ら
い

スポーツ施設が気軽に使えるところが少ない

スポーツ教室や行事の情報を知らない

スポーツ施設の利用可能状況が分か
らない

スポーツする機会がない（きっかけが
ない）

アマ団体の運営者の負担が大きい
サポートできないか

どのようなスポーツイベント（教室）が
行われているのかわからない

全国的大会の開催
でスポーツ意識が高
まる

県内のスポーツ大
会が開かれること
が多い

変わったスポーツ
ができる（ロックク
ライミング等）

多様なスポーツ施
設がある

いろんなスポーツ行
事を開催している

アマ団体が各種ある

他に比べて指導者が
いる（アマ）

新しいスポー
ツの提案

対
極

対
極

きっかけ作り

資源はある

情
報
不
足

スポーツへの興味
日常生活

子ども

売上

団体人数

レク重視 不定期 病気系

スポーツをし
たいと考えて

スポーツ観戦をし
ているか（テレビ・

今、熱中しているス
ポーツ（種目）があ
る！と答えた人の割

スポーツが好きか
（見る・する・支え
る）

（アンケート）
体を動かす楽しみ
を持っていると答え
た市民の割合

（アンケート）
生涯を通して楽しめ
るスポーツ，レクリ
エーションをもって
いると答えた市民の（アンケート）

過去一年間全くス
ポーツ，レクリ
エーションをしな
かった月があると
答えた市民の割

利用できる体
育施設をどれ
くい知っていい
るか

レクリエーションに
参加したことがあ
ると答えた人の割
合

中学校で運動部に
入っている生徒の割

スポーツ団体に登
録している児童の

スポーツが好きだと
答える奨学生の割

スポーツクラブ，施設の

スポーツ用品店の売

スポーツドリンクの売上

カラオケを追

体を動かすゲーム

楽
し
み
方
を
広
げ
る

冬季のみ
スポーツ
をしてい
る

職質をう
ける人の

メタボ人

病気の人
の数

スポーツサークルの
数や会員数（アマ団

スポーツ団体に登録し
ている市民の数（全市

スポーツ団体，レク団
体に新規加入した人

平日に運動公園でジョ
ギングorウォーキングし
ている人の数（平均）

スポーツ団体+レク団
体×人数

体育大会・運動会
の参加者

スポーツクラブ，ス
ポーツ施設の利用人

運動不足だと答
えた人の割合

日常で歩く（走る）
距離

消費カロリー

歩いて又は自転車
を利用して外出す
る機会があるか


